
輸出入でのコンプライアンス・セキュリティ対策
グローバルオペレーションの拡大に伴う輸出入面での法

令・安全への対応として、東レインターナショナル（株）米
国法人はグローバルサプライチェーンのコンプライアンス
強化を目的としたC-TPAT※13を取得しています。また、
物流パートナーのコンプライアンス・セキュリティ対策強
化や、輸出入の効率化を実現するため、起用する物流パー
トナーにも国内外でAEO※14などの取得を促しています。
※13： Customs-Trade Partnership Against Terrorismの 略。2004年11月

に米国税関国境警備局によって導入された自主参加型のプログラム。米国
の輸入に携わる分野の民間事業者との国際的な連携により、グローバルサ
プライチェーンを通じたセキュリティの確保、強化を目的とする

※14： Authorized Economic Operatorの略。2006年12月にEUで導入され
た貨物のセキュリティ面のコンプライアンスに優れた輸出入者などに税関
手続きに関する優遇措置を与える制度。日本でも2007年に関税法が改正
され、優良事業者に対する税関手続きの優遇措置および措置を受けるため
の資格制度が制定された

グリーン物流・物流効率の具体的な事例
事業場間のモーダルシフト

東レ（株）の愛媛工場から名古屋事業場への製品および原
料の輸送を、従来はトレーラーでの陸上輸送で行っていまし
た。この総輸送量のうち、平均400トン/月を内航船での
海上輸送に切り替え、残りをトレーラー輸送にする複数の輸
送手段の活用により、納期問題を解消しつつ、モーダルシフ
トを実現しました。この取り組みによる、CO2排出量の削減
量はトレーラー輸送の約30%にあたる218トンでした。
＊ 当該案件に対し、モーダルシフト推進に要する費用として、国から輸送費の一

部を補助金として受給しました

梱包荷資材の回収と再使用拡大
東レ（株）では、地球環境保全と資源の有効活用の観点

から、お客様が使用した製品に付随する荷資材を、全国規
模で回収・再使用する体制を構築しています。国内工場は
もちろん、グローバルな事業環境に対応し、海外工場も含
めて再使用荷資材の活用を推進しています。

グループ連携による環境物流・物流効率化事例
東レ・テキスタイル（株）では、同社東海工場からの輸送

において、新しい物流機器を導入した積載率向上による輸
送回数の削減を2012年度から開始しました。従来は、製
品保護の観点から1段積みで輸送していましたが、デッキ
ボードという物流機器を使用してトラックの荷台上に棚を
つくり、2段積み輸送を行うことで積載率を約50%向上さ
せました。また、安全面についても、高所作業の回避や製
品の落下防止などに配慮し、物流機器や作業方法の改良
を行いました。これらの取り組みにより、2012年4月度か
ら輸送回数が1/2となり、CO2排出量が従来比約43%削
減しています。

グ
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業

　製
品
の
安
全
と
品
質

　CS
R
調
達

国土交通省「モーダルシフト等
推進事業費 補助金」取得

トラック輸送と比べ ２１８トン/年※15のCO2排出量を削減
※15：2011年度物量をベースに算出　
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海外工場も含め再使用荷資材を増やしています

国内工場

海外工場

回収センターお客様

製品 荷資材

Q1東レ（株）は、毎年「物流基本方針説明会」を開催し、優良企業の
皆様を表彰させていただくと同時に、各社の優れた取り組み内

容をプレゼンテーションしていただく場を設けています。このような東レ（株）
の物流活動について、まずは率直なご意見・ご感想をお聞かせください。

須賀川東部運送:東レ（株）の「物流基本方針説明会」に参加すると、荷主で
ある東レ（株）が、物流改善や品質向上に本気で取り組んでいることが伝わっ
てきます。また、評価の機会を設けていただいているので、物流企業同士
で相乗効果が生まれ、学び合い、お互いを高め合いながら仕事に取り組め
ていると思います。

ひとつの大きなチームの一員として、各持ち場に帰って自分が何をすべき
か。それらをおのずと考えるようになり、そういう努力が最終的には、東レ
グループの物流力に繋がっていると信じて仕事に取り組んでいます。

ダイセー倉庫運輸:東レ（株）からいただいた優良企業の表彰状は、お客様か
らいただいた感謝状なんだと思っています。自分たちの仕事が感謝された
ということですから、社員も喜び、さらに仕事に対するやる気が出てきます。

3年前に、東レ（株）の期待に応えようと社内で「東レタスクフォース」という
チームをつくりました。うちにはお取引先が400社ほどあり、それぞれに対
して、輸送部門、倉庫部門、オペレーション部門、事務、営業、経理、総務
……といった多くの部署が関わっていますが、東レ（株）の仕事に関わるすべ
ての分野の担当を集め、ひとつのチームをつくりました。すべての分野の品
質を上げるために、まずはチームという核を
つくり、徹底的に数字で検証し、取り組むべき
ポイントをクリアにしていく。これらは、私が
東レ（株）の「物流基本方針説明会」で感じた

「数字で検証することの重要性」を社内で活か
した結果ともいえます。

Q2東レ（株）は2006年から物流品質向上活動を開始しました。物
流パートナーの皆さまにも多大なご協力をいただき、物流トラ

ブル件数はほぼ半減するなど、大きな成果を見せています。両社様ともオ
リジナリティのある品質向上活動を実施されていますが、なかでも「これ
は!」と思われる独自の活動を教えてください。

ダイセー倉庫運輸:「8Sパトロール」です。「5S」の整理、整頓、清掃、清潔、
しつけ、に取り組んでいる会社は多いと思いますが、弊社はこれに、セーフ
ティー、スペース、スマイルの3つを加えました。もう10年以上取り組んで
います。8Sパトロール委員がチェックし、毎月社内の全体会議で8Sの優秀
部門を表彰しています。みんなが納得できる評価システムをつくることで、
目指す姿を共有し、現場での意識の醸成につなげています。

須賀川東部運送:「“はい”訓練」です。「品質とは人質」といわれることもあり
ますが、物流品質を上げていくためには人材育成が不可欠です。その人材
育成を考えた時に、まずは、人としての基本であるあいさつや返事（受け応
え）を徹底していこうと思いました。常に基本中の基本を大事にしていこうと
いう取り組みです。握手をしながら、一対一でお互いの名を呼び、はっきり「は

い」と応え合います。必ず1週間に1度行います。「優秀人質賞」を設けて、
評価にもつなげています。表彰式の際は、グ
ラミー賞からヒントを得て、レッドカーペットの
上を歩いてもらうというユニークなイベントも
始めました。経営者として、社員を大事に思っ
ている気持ちや感謝の気持ちを、何かわかり
やすい形で表したいと考えました。こういった
楽しみもプラスしながら取り組んでいます。

Q3お二人の、経営者としての今後の目標やお考えなどがございま
したらお聞かせください。

須賀川東部運送:私は社長になって3年目ですが、先ほど申し上げた「品質
は人質」の考えのもと、引き続き、人材育成に力を入れたいと考えています。
ただ教育をするだけでなく、確実に浸透させることにこだわりたいと思いま
す。現在も、職場で共有すべきことや特に注意すべきことは、全員に見える
ように掲示・表示し、しつこく確認し合っていますが、こういった地道な努力が

「続ける力、全員でやる力」につながっていくと思っています。
また、お客様から、「任せてよかった」という言葉をいただくことが、私たち

物流業者の原点だとも思います。特に東日本大震災の際は、同業者の間で、
「東北の方のお礼の声が心にしみた」、「運送
会社でよかったと改めて思った」、という声を
聞きました。私たちは、指定の場所に物を安
全に届けて当たり前なのですが、お客様から
の感謝の言葉を素直に喜べることが原点なん
だと思います。その思いを忘れずにいたいで
すね。

ダイセー倉庫運輸:長年、経営者として経験を積んではきましたが、まだま
だ悩んでいる最中ですね。「変えてはいけないもの」と「変えねばいけない
もの」があります。それらを見極めていくことの連続です。正しく見極めるに
は、学びと検証が常に必要です。また、流れが速く複雑化していく社会に対
応していくためには、社内の伝統・精神だけでなく、具体的には、ISOやグリー
ン経営認証など社外の規範やルールを取り入れ、社外の要求水準に見合う
ような会社づくりをせねばなりません。私は、求めるところ、いきつくところ
は社会貢献なんだと思っています。「三方よし」理念の“世間よし”ですね。今
後もそういう志を忘れずに、本業（事業）はもちろんすべての企業活動に取
り組みたいと思っています。

貴重なお話、ありがとうございました。

物流品質優良企業にお話を伺いました
東レ（株）が開催する「物流基本方針説明会」で受賞経験のある物流パートナー企業のトップに、物流品質向上活動についてお話を伺いました。

当社出席者
物流部長 澤野 幸男
物流部 物流第1課長 水津 知之
購買・物流企画推進室 井上 剛宏
CSR推進室 室長 酒井 恵子
CSR推進室 主任部員 垣添 雄介
広報室 主任部員 東浦 秀年
2012年6月27日
東レ（株）本社にて

東レタスクフォース会議

「“はい”訓練」および「服装点
検」の実施

「目で見る管理」をモットーに、
特徴ある掲示物で注意喚起
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愛媛工場－名古屋事業場間の樹脂チップ輸送の内航船化

荷資材回収の仕組み（東レ（株））

物流機器活用による積載効率の向上（東レ・テキスタイル（株））
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